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※
や
ま
と
こ
と
ば
の
発
声
を
、
重
ん
じ
た
く
、

旧
か
な
づ
か
ひ
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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わ
け
の
わ
か
ら
な
い
や
う
な
、
今
。
脱
出
す
る
道
は
、
あ
り
ま
す
か
。

今
は
、
病
的
な
社
会
、
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
な
ぜ
か
、
戦
争
へ
の
志
向
も
、
多
い
。
せ

つ
か
く
の
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
架
空
の
認
識
も
、
あ

ふ
れ
て
ゐ
る
。
大
小
の
生
活
妨
害
も
、
多
い
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

こ
ん
な
状
況
か
ら
、
脱
出
す
る
道
は
、
あ
る
の
で
せ
う
か
。

あ
り
ま
す
。

と
申
し
あ
げ
ま
す
。

困
難
な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
し
、
今
の
常
識
を
超
え
た
、
想
ひ
の
大
転
換
こ
そ

は
、
必
須
な
の
で
す
。

＊

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
、
こ
こ
ろ
と
社
会
の
平
和
、
合
せ
て
、
健
康
平
和
。
健
康
平
和

の
本
質
へ
の
、
新
た
な
旅
立
ち
は
、
無
の
境
地
に
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
し
か
し
、
こ
の
数

千
年
間
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
範
に
、
は
か
ら
は
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
に
、
と
ら
は
れ
な

い
、
こ
と
か
ら
、
は
じ
ま
る
、
想
ひ
の
大
転
換
な
の
で
す
。
地
球
の
現
状
に
て
、
想
ひ
の
大

転
換
な
く
し
て
、
健
康
平
和
の
本
質
へ
の
、
新
た
な
旅
立
ち
な
し
。

今
の
国
際
組
織
と
か
で
な
く
、
人
民
個
人
の
、
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
に
て
、
特
別
の
資

格
も
要
ら
ず
、
無
の
境
地
を
、
は
じ
め
れ
ば
よ
い
。

無
の
境
地
。

人
間
の
毎
日
の
生
活
は
、
自
身
の
体
内
を
含
む
、
現
実
の
世
界
に
つ
い
て
、
た
だ
、
学
ば

せ
て
い
た
だ
く
過
程
で
す
。
ほ
か
に
、
迷
ひ
の
無
い
、
無
の
境
地
で
す
。
学
び
の
蓄
積
こ
そ
、

〈
人
間
と
し
て
の
悦
び
〉
で
す
。

四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
に
て
、
自
身
の
体
内
の
生
理
を
認
識
し
、
生
理
に
し
た
が
ひ
つ
づ

け
る
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
姿
勢
動
作
は
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
呼

吸
は
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
食
事
と
排
泄
は
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。
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生
理
に
し
た
が
ふ
、
人
間
関
係
、
と
く
に
異
性
関
係
は
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。
生
理
に
し

た
が
ふ
、
精
神
は
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
生
活
環
境
は
、
ど
う
あ
れ

ば
よ
い
か
。

お
の
お
の
が
、
正
直
に
、
追
求
し
つ
づ
け
ま
す
。
人
の
意
見
は
、
参
考
に
す
る
の
み
で
す
。

こ
の
数
千
年
間
、
諸
国
家
の
攻
防
に
お
い
て
、
こ
の
無
の
境
地
が
、
乱
さ
れ
て
を
り
ま
し
た
。

諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
範
に
、
ま
う
、
は
か
ら
は
な
く
て
も
、
よ
い
の

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
に
、
ま
う
、
と
ら
は
れ
な
く
て
も
、
よ
い
の
で
す
。
自
身
の
体
内

を
含
む
、
現
実
の
世
界
に
つ
い
て
、
た
だ
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
。
お
の
お
の
が
、
正
直
に
、

み
づ
か
ら
、
必
要
な
概
念
を
創
り
、
必
要
な
規
範
を
創
る
の
で
す
。

ͨ
ͩ
ײ
ँ

諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
に
て
、
お
の
お
の
の
悩
み
苦
し
み
か
ら
、
逃
げ
さ
せ
る
こ
と
も
、

多
か
つ
た
。
が
、
悩
み
苦
し
み
か
ら
逃
げ
る
こ
と
こ
そ
、
学
び
の
機
会
を
無
駄
に
す
る
、
迷

ひ
な
の
で
す
。
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
に
て
、
悩
み
苦
し
み
に
も
、
悟
り
楽
し
み
に
も
、
あ

へ
て
た
だ
、
感
謝
し
ま
す
。
ほ
か
に
、
対
応
の
乱
れ
の
無
い
、
無
の
境
地
で
す
。

悩
み
苦
し
み
が
生
ず
る
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
、
悟
り
楽
し
み
へ
の
必
然
の
道
も
、
あ
る
。

そ
の
必
然
の
道
に
つ
い
て
、
自
身
の
学
び
が
不
足
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
学
び
の
機
会

が
あ
る
。
他
生
物
に
は
な
い
、
〈
人
間
と
し
て
の
悦
び
〉
の
機
会
が
、
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と

な
の
で
す
。

人
間
な
ら
、
悩
み
苦
し
み
に
、
あ
へ
て
た
だ
感
謝
し
、
そ
こ
か
ら
、
悟
り
楽
し
み
へ
の
必

然
の
道
を
、
求
め
つ
づ
け
ま
す
。
求
道
生
活
で
す
。

ぐ

だ

う

あ
ら
ゆ
る
個
人
は
、
世
界
の
部
分
で
す
。
た
と
へ
ば
、
自
身
は
さ
ま
ざ
ま
に
、
至
ら
ぬ
こ

と
あ
り
と
、
感
じ
て
も
、
そ
の
あ
り
の
ま
ま
に
て
、
自
身
の
体
内
を
含
む
、
現
実
の
世
界
に

つ
い
て
、
た
だ
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
。
す
な
は
ち
、
無
の
境
地
を
、
は
じ
め
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
特
別
の
資
格
は
、
要
ら
な
い
の
で
す
。

悩
み
苦
し
み
に
、
あ
へ
て
た
だ
感
謝
し
、
そ
こ
か
ら
、
悟
り
楽
し
み
へ
の
必
然
の
道
を
、

求
め
つ
づ
け
る
。
こ
の
過
程
は
、
海
の
波
の
や
う
、
く
り
か
へ
し
ま
す
。
無
理
せ
ず
、
無
駄

せ
ず
、
つ
づ
け
ま
す
。
順
順
に
、
求
道
し
て
ゆ
き
ま
す
。
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
に
お
い
て
、

人
の
意
見
に
と
ら
は
れ
、
人
と
の
競
争
に
も
は
か
ら
ひ
、
無
理
し
た
り
、
無
駄
し
た
り
し
ま

し
た
。
自
身
の
体
内
の
生
理
に
、
し
た
が
は
ぬ
と
い
ふ
、
迷
ひ
に
て
、
求
道
生
活
が
、
乱
さ

れ
て
を
り
ま
し
た
。
人
民
個
人
の
求
道
生
活
に
、
帰
り
ま
す
。

世
界
と
体
内
を
統
一
し
ま
す
。
必
然
と
意
志
を
統
一
し
ま
す
。
必
然
の
世
界
の
う
ち
に
て
、

自
身
の
生
理
に
し
た
が
ふ
意
志
。
こ
れ
が
、
〈
人
間
と
し
て
の
悦
び
〉
あ
る
生
活
で
す
。
悩

み
苦
し
み
か
ら
逃
げ
さ
せ
る
幻
想
か
ら
脱
出
し
ま
す
。
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こ
の
数
万
年
間
、
と
く
に
こ
の
数
千
年
間
、
生
産
の
社
会
、
す
な
は
ち
、
労
働
に
よ
る
生

産
の
社
会
が
、
発
達
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

世
紀
か
ら
、
西
欧
民
族
が
主
導
し
た
、
近
代

16

化
は
、
生
産
の
う
ち
、
と
く
に
、
〈
交
通
〉(

＝
建
築
・
運
輸
・
金
融
・
通
信
・
提
案)

を
、

発
達
さ
せ
て
き
た
。
地
球
表
面
の
統
一
に
、
接
近
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
数
万
年
間
、
と
く
に
こ
の
数
千
年
間
、
認
識
表
現
の
社
会
、
す
な

は
ち
、
認
識
に
よ
る
表
現
の
社
会
は
、
地
球
各
域
の
氣
候
風
土
に
も
対
応
し
、
む
し
ろ
さ
ま

ざ
ま
に
、
分
化
し
ま
し
た
。
人
間
の
、
諸
民
族
性
へ
の
分
化
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
数
千
年
間
、
規
範
の
社
会
、
す
な
は
ち
、
規
範
に
よ
る
調
整
の
社

会
と
し
て
は
、
諸
国
家
が
攻
防
し
て
ゐ
ま
す
。
国
家
は
、
部
族
・
民
族
の
闘
争
を
調
整
し
、

の
ち
に
は
、
資
産
階
級
の
闘
争
も
調
整
し
て
ゐ
る
、
組
織
で
す
。

生
産
の
社
会
に
お
い
て
、
地
球
表
面
の
統
一
へ
の
仕
上
げ
と
し
て
、
認
識
表
現
の
社
会
と

し
て
は
、
西
欧
民
族
を
相
対
化
し
、
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
を
、
追
求
し
ま
す
。
と
と
も
に
、

生
産
の
社
会
に
お
い
て
、
資
産
の
循
環(

有
意
義
な
寄
付)

も
、
追
求
し
ま
す
。
す
る
と
、

民
族
・
部
族
の
闘
争
が
減
り
、
資
産
階
級
の
闘
争
も
減
り
、
諸
国
家
と
い
ふ
組
織
を
、
し
だ

い
に
、
必
要
と
し
な
く
な
り
ま
す
。
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
の
、
終
り
で
す
。
規
範
の
社
会

は
、
人
民
個
人
の
道
徳
、
す
な
は
ち
、
求
道
生
活
に
、
帰
り
ま
す
。
諸
民
族
の
自
立
と
協
同

や
、
資
産
の
循
環
。
こ
れ
ら
の
前
に
、
自
身
の
体
内
の
生
理
に
し
た
が
ふ
、
諸
個
人
の
自
立

と
協
同
こ
そ
を
、
追
求
し
あ
ひ
ま
す
。
軍
事
産
業
な
ど
の
利
益
の
た
め
だ
け
の
、
非
人
道
な

戦
争
も
あ
る
、
地
球
の
現
状
に
て
、
ま
づ
は
、
想
ひ
の
大
転
換
が
、
必
須
で
す
。

ݱ
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自
身
の
体
内
の
生
理
を
認
識
し
、
生
理
に
し
た
が
ふ
。
そ
れ
は
、
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間

に
て
、
自
身
の
体
内
に
注
意
す
る
。
快
か
、
不
快
か
。
快
を
求
む
。
体
内
の
無
、
不
快
が
無

い
を
、
求
む
。
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
健
康
平
和
へ
の
、
認
識
姿
勢
で
す
。
こ
の
認

識
姿
勢
を
、
健
康
平
和
な
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

人
間
の
毎
日
の
生
活
は
、
自
身
の
体
内
を
含
む
、
現
実
の
世
界
に
つ
い
て
、
た
だ
、
学
ば

せ
て
い
た
だ
く
過
程
で
す
。
す
な
は
ち
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
を
、
蓄
積
す
る
過
程

で
す
。

と
と
も
に
、
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
に
、
や
む
を
え
な
か
つ
た
、

ほ
か
の
認
識
は
、
し
だ
い
に
、
放
念
し
て
ゆ
き
ま
す
。

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
の
、
蓄
積
。
こ
れ
を
、
現
実
冥
想
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

人
民
の
お
の
お
の
が
、
生
活
と
生
産
の
、
個
性
状
況
に
て
、
現
実
冥
想
し
あ
ひ
ま
す
。

世
界
の
現
実
を
反
映
し
て
ゐ
る
認
識
、
そ
れ
が
、
現
実
の
認
識
で
す
。
世
界
の
現
実
を
反

映
し
て
ゐ
な
い
認
識
、
そ
れ
が
、
架
空
の
認
識
で
す
。
た
だ
し
、
人
間
の
健
康
平
和
に
と
り
、
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そ
れ
が
架
空
の
認
識
で
あ
る
と
、
自
覚
し
た
、
架
空
の
認
識
は
、
有
益
で
あ
る
こ
と
も
、
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
睡
眠
中
の
夢
や
、
覚
醒
中
の
芸
術
内
容
な
ど
に
て
、
あ
り
ま
す
。

ݱ
࣮
Ѫ

社
会
を
創
り
直
す
。
人
民
の
お
の
お
の
が
、
生
活
と
生
産
の
、
個
性
状
況
に
て
、
現
実
冥

想
し
あ
ふ
。
と
と
も
に
、
健
康
平
和
な
、
生
活
協
力
を
、
し
あ
ふ
。
健
康
平
和
な
、
生
活
協

力
。
こ
れ
を
、
現
実
愛
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
人
民
の
お
の
お
の
が
、
生
活
と
生
産
の
、

個
性
状
況
に
て
、
現
実
冥
想
に
て
、
現
実
愛
し
あ
ふ
。

と
と
も
に
、
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
、
や
む
を
え
な
か
つ
た
、

大
小
の
生
活
妨
害
を
、
し
だ
い
に
、
放
棄
し
て
ゆ
き
ま
す
。

人
民
の
お
の
お
の
が
、
生
活
と
生
産
の
、
個
性
状
況
に
て
、
現
実
冥
想
に
て
、
現
実
愛
し

あ
ふ
。
そ
の
需
要
と
し
て
、
教
養
や
体
験
や
物
品
な
ど
を
、
流
通
さ
せ
ま
す
。
健
康
平
和
な

社
会
へ
、
救
は
れ
の
流
通
で
す
。
流
通
は
、
提
案
・
通
信
・
金
融
・
運
輸
・
建
築
で
す
。
た

だ
し
、
一
部
の
人
び
と
の
資
産
増
殖
欲
に
よ
る
、
近
代
化
で
は
な
く
、
ま
う
は
や
、
〈
人
民

す
べ
て
の
健
康
平
和
欲
〉
に
よ
る
、
超
近
代
で
す
。

近
代
の
学
校
や
教
科
書
な
ど
も
、
相
対
化
し
、
ま
づ
、
人
民
の
お
の
お
の
が
、
生
活
と
生

産
の
、
非
公
開
の
個
性
状
況
に
お
い
て
、
現
実
冥
想
に
て
、
現
実
愛
し
あ
ふ
の
で
す
。
個
人

求
道
を
基
礎
と
せ
ぬ
、
社
会
組
織
は
、
人
民
生
理
か
ら
離
れ
た
、
不
毛
な
く
り
か
へ
し
に
、

す
ぎ
な
い
で
せ
う
。
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人
間
は
、
対
象(

世
界
の
部
分
な
い
し
全
体)

を
認
識
し
、
認
識
の
一
部
を
表
現
、
と
く

に
言
語
表
現
し
て
ゐ
ま
す
。
表
現
の
一
部
を
、

(

情
報
通
信
技
術)

に
て
、
記
録
し

I
C
T

て
ゐ
ま
す
。

せ
つ
か
く
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
か
ら
、
人
を
い
ぢ
め
あ
つ
た
り
せ
ず
、
現
実
冥
想(

健

康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
の
、
蓄
積)

を
、
表
現
し
あ
ひ
、
記
録
し
あ
ふ
本
流
を
、
創
り
ま

す
。
学
び
の
蓄
積
こ
そ
、
〈
人
間
と
し
て
の
悦
び
〉
で
す
。
そ
の
記
録
の
集
成
で
す
。

地
球
の
各
域
の
、
個
性
状
況
に
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
各
部
門
の
、
個
性
状
況
に

て
、
健
康
平
和
な
社
会
へ
、
有
効
な
供
給
を
、
工
夫
し
あ
ひ
ま
す
。

今
か
ら
の
超
近
代
は
、
人
民
生
理
本
位
の
現
実
認
識
集
成
、
で
す
。

近
代
の
な
に
を
、
超
え
る
か
。
近
代
の
、
議
会
制
民
主
主
義
や
数
学
・
物
理
学
・
生
理
学

な
ど
の
、
中
途
半
端
。
こ
れ
を
こ
そ
、
超
え
ま
す
。

近
年
の
、

(

人
工
知
能)

。
表
現
な
い
し
言
語
の
、
意
味
内
容
に
は
触
れ
ず
、
大
量
の

A
I

半
導
体
に
よ
り
、
表
現
な
い
し
言
語
に
つ
い
て
の
、
統
計
的
傾
向
を
把
握
し
、
判
定
制
御
や

生
成
を
す
る
、

。(

こ
れ
は
、
西
欧
民
族
風
に
、
神
を
証
明
し
た
い
方
法
か
も
。)

超
近

A
I
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代
は
、

を
も
超
え
る
、
人
民
お
の
お
の
の
求
道
生
活
と
参
画
社
会
で
す
。
言
語
の
渾
沌

A
I

と
し
た
意
味
を
、
順
順
に
、
秩
序
立
て
、
自
然
な
判
断
な
い
し
決
断
に
導
く
、
人
間
の
あ
る

技
能
も
、
活
用
し
ま
す
。
人
民
の
健
康
平
和
な
生
活
が
、

・
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
ふ
生
産
物

A
I

に
よ
り
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
、
あ
つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ೄ
จ
෩
ฏ


超
近
代
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
い
ふ
も
の
の
見
か
た
考
へ
か
た
を
、
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
平
和
な
社
会
へ
の
、
有
効
な
供
給
と
し
て
、
現
実
冥
想(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認

識
の
、
蓄
積)

と
し
て
の
、
学
問
も
集
成
し
ま
す
。
道
徳
学
→
経
営
学
→
公
会
学
→
認
識
学

→
生
理
学
→
物
理
学
→
世
界
学
。(

数
学
は
、
世
界
学
の
一
部
分
に
す
ぎ
ぬ
。)

現
象
論
→
構

造
論
→
本
質
論
。

と
と
も
に
、
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
に
、
や
む
を
え
な
か
つ
た
、

ほ
か
の
学
問
は
、
し
だ
い
に
、
放
念
し
て
ゆ
き
ま
す
。

公
会
学
と
し
て
、
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
へ
、
わ
れ
ら
日
本
民
族
が
起
点
と
な
る
、
理
由

が
あ
り
ま
す
。
主
に
、
日
本
列
島
の
、
特
異
な
自
然
環
境
が
、
原
因
で
す
が
、
日
本
民
族
の

原
点
に
、
国
家
発
生
以
前
、
一
万
年
以
上
の
、
平
和
な
縄
文
時
代
が
あ
り
ま
す
。
部
族
国
家

発
生
後
、
こ
の
数
千
年
間
の
地
球
、
す
な
は
ち
、
諸
民
族
闘
争
な
ど
の
、
特
異
な
時
代
を
、

相
対
化
し
う
る
、
平
和
性
の
原
点
が
、
日
本
民
族
に
は
、
あ
る
の
で
す
。
日
本
民
族
の
伝
統

を
、
反
省
し
、
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
へ
、
仲
介
の
あ
り
方
も
、
創
造
し
ま
す
。
今
か
ら
の

超
近
代
に
て
、
西
欧
民
族
を
相
対
化
し
、
日
本
民
族
が
仲
介
し
、
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
を
、

追
求
す
る
。
こ
の
追
求
を
、
縄
文
風
平
和
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
わ
れ
ら
が
ご
皇
統
も
、

遅
く
と
も
弥
生
時
代
よ
り
、
実
は
水
面
下
に
て
、
縄
文
風
平
和
を
準
備
す
る
方
向
の
、
貴
重

な
ご
活
動
を
、
な
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
わ
か
ら
な
い
も
の
ご
と
が
、
あ
る
。
さ
う
、
甘
受
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
こ
れ

こ
そ
が
、
人
間
と
し
て
、
精
神
安
定
の
根
本
で
す
。
最
高
の
悟
り
な
の
で
す
。
無
理
な
く
、

無
駄
な
く
、
未
知
を
、
既
知
に
、
し
て
い
き
あ
ひ
ま
す
。

ର
ཱ
ֶ

世
界
学
の
一
部
分
で
あ
る
、
論
理
学
に
は
、
無
対
立
学
と
、
ま
た
、
対
立
学
と
が
、
あ
り

ま
す
。

無
対
立
学
は
、
対
立
す
る
も
の
が
無
い
範
囲
に
て
、
ど
う
い
ふ
論
理
が
あ
り
う
る
か
の
、

追
究
で
す
。
国
家
を
統
制
す
る
た
め
の
、
論
理
学
で
も
あ
り
ま
し
た
。

対
立
学
は
、
対
立
す
る
も
の
に
あ
る
論
理
の
、
解
明
で
す
。
世
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
対
立

す
る
も
の
の
関
係
に
て
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
正
視
し
ま
す
。
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ま
づ
、
変
化
の
論
理
で
す
。
変
化
は
、
瞬
間(

微
細
精
度
に
て
一
定
時
間)

に
て
、
な
に

か
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
で
な
い
、
で
す
。
対
立
の
論
理
で
す
。

次
に
、
多
面
確
認
の
論
理
で
す
。
世
界
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

順
順
に
、
確
認
す
る
と
、
あ
る
面
で
あ
る
と
と
も
に
別
の
面
で
あ
る
、
と
い
ふ
変
化
で
す
。

あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
が
、
調
和
す
る
こ
と
も
あ
り
、
闘
争
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
も
の
の
変
化
を
、
対
立
す
る
も
の
が
媒
介
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

も
の
が
直
接
に
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
浸
透
。
転
化
。
止
揚
。

し

や

う

否
定
の
否
定
。
こ
れ
ら
対
立
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
て
、
詳
述
し
ま
す
。

あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
対
立
の
論
理
を
解
明
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
区

別
と
連
関
を
、
確
認
し
ま
す
。

近
代
学
問
の
盲
点
と
し
て
、
物
理
は
直
接
に
、
生
理
で
あ
り
、
生
理
は
直
接
に
、
認
識
の
理り

で
す
。
物
理
も
、
生
理
も
、
認
識
の
理
も
、
客
体
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
う
ち
に
て
、

物
理
→
生
理
→
認
識
の
理
と
、
主
体
度
が
増
し
て
ゐ
ま
す
。
客
体
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
主

体
度
が
増
す
。
か
う
い
ふ
、
対
立
学
と
し
て
の
論
理
学
が
、
近
代
学
問
の
主
流
に
は
、
あ
り

ま
せ
ん
。
か
ず
と
量
と
図
形
を
対
象
と
す
る
、
数
学
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
も
、
あ
り

ま
せ
う
。

必
然
の
世
界
の
う
ち
に
て
、
自
身
の
生
理
に
し
た
が
ふ
意
志
。
こ
の
〈
人
間
と
し
て
の
悦

び
〉
が
、
近
代
学
問
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
軽
視
さ
れ
ま
す
。

生
物
の
生
理
は
、
主
体(

体
内
の
遺
伝)

の
、
代
謝(

同
化
と
異
化)
に
よ
る
、
生
存
環

境
へ
の
適
応
で
す
。

日
本
民
族
は
と
く
に
、
他
生
物
に
親
し
み
を
感
じ
、
ま
た
、
親
し
み
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
、

創
ら
う
と
す
る
面
が
、
あ
る
や
う
で
す
。ӡ

Ӧ

ࢦ
ಋ

人
民
す
べ
て
に
よ
る
、
現
実
冥
想(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
の
、
蓄
積)

と
、
現
実

愛(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)

を
、
積
み
上
げ
る
。
そ
の
需
要
と
し
て
、
社
会
の
運
営
や

指
導
は
、
ど
う
い
ふ
供
給
が
、
あ
り
う
る
か
。

近
代
化
の
一
部
に
て
生
じ
た
、
社
会
主
義
や
共
産
主
義
の
無
理
や
、
そ
の
裏
に
あ
る
か
も

し
れ
ぬ
、
識
者
専
制
志
向
も
超
え
る
、
人
民
生
理
本
位
の
、
運
営
や
指
導
を
追
求
し
ま
す
。

想
ひ
の
大
転
換
と
し
て
、
諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
を
、
相
対
化
し
、
人
民
参
画
に
て
、
健
康

平
和
な
地
球
表
面
統
一
を
追
求
し
ま
す
。

諸
個
人
が
自
立
し
協
同
し
た
上
に
て
、
小
集
団
の
愉
し
さ
も
積
み
重
ね
ま
す
。
家
庭
と
同

好
会
と
職
場
。
民
衆
参
画
と
道
徳
と
生
産
と
学
問
と
政
治
解
消
。
個
人
の
生
理
と
社
会
の
規

範
を
、
区
別
し
連
関
さ
せ
ま
す
。
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
へ
、
縄
文
風
平
和
を
仲
介
す
る
、

日
本
民
族
は
、
戦
後
に
お
い
て
、
道
徳
が
風
化
し
て
ゐ
る
。
そ
の
風
化
を
埋
め
る
、
現
実
冥
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想
と
現
実
愛
と
い
ふ
、
道
徳
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
起
点
と
す
る
、
生
産
調

和
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
平
和
提
案
事
業
で
す
。

な
ほ
、
地
球
人
は
、
宇
宙
に
お
い
て
、
ま
だ
後
進
生
物
で
あ
る
に
、
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の

現
実
を
正
視
す
る
準
備
と
し
て
も
、
現
実
冥
想
と
現
実
愛
の
積
み
上
げ
が
、
必
須
な
の
で
す
。

ཧ


諸
国
家
の
攻
防
の
時
代
の
終
末
を
祈
り
、
単
純
な
目
的
の
確
認
で
す
。

生
産
の
目
的
は
、
人
民
お
た
が
ひ
の
健
康
平
和
な
生
活
を
生
産
し
あ
ふ
こ
と
で
す
。

こ
こ
に
記
し
た
、
は
る
か
な
健
康
平
和
へ
の
祈
り
こ
そ
、
さ
う
い
ふ
、
単
純
か
つ
も
っ
と

も
大
き
な
理
想
へ
の
〈
唯
一
の
道
〉
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

想
ひ
の
大
転
換
に
よ
る
、
実
は
意
外
に
近
く
に
あ
る
、
悠
久
壮
大
な
物
語
の
は
じ
ま
り
で

す
。
人
民
に
仕
え
る
、
山
田

学
が
、
今
ま
で
に
現
実
冥
想
し
た
内
容
に
て
、
現
実
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
社
会
の
主
に
在
野
に
て
、
す
で
に
豊
か
に
育
ま
れ
て
き
て
ゐ
る
、

〈
ま
う
ひ
と
つ
の
本
格
綜
合
教
養
〉
と
、
そ
の
脱
皮
・
活
用
で
す
。
米
国
、
あ
る
い
は
、
中

国
に
頼
る
、
日
本
の
学
校
秀
才
の
諸
氏
に
は
、
大
き
な
盲
点
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

混
乱
し
つ
つ
あ
る
、
迷
ひ
の
近
代
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
想
ひ
の
大
転
換
に
よ
り
脱

出
し
、
超
近
代
を
創
り
は
じ
め
ま
す
。
個
人
の
、
無
の
境
地
へ
の
、
想
ひ
の
大
転
換
で
す
。

近
代
に
、
超
近
代
を
浸
透
さ
せ
、
い
づ
れ
は
、
す
べ
て
を
超
近
代
に
再
編
し
ま
す
。
よ
り
詳

し
い
こ
と
は
、
別
の
機
会
に
て
、
語
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
の
生
ひ
立
ち
や
学
校
歴
や
職
場

歴
や
家
庭
歴
や
老
化
病
歴
な
ど
な
り
に
、
そ
の
活
動
の
居
場
所
を
、
見
つ
け
あ
ひ
ま
せ
う
。

超
近
代
と
い
ふ
必
然
へ
、
誇
り
高
き
開
拓
で
す
。
そ
の
情
熱
で
す
。
み
づ
か
ら
く
づ
れ
ゆ
く

近
代
を
、
非
難
し
、
お
茶
を
濁
し
て
ゐ
る
時
機
は
、
終
り
ま
し
た
。
悲
観
か
ら
、
楽
観
へ
。

な
ほ
、
日
本
民
族
と
し
て
は
、
親
鸞
・
道
元
・
日
蓮
と
い
ふ
教
祖
ら
に
つ
い
て
も
、
学
び
直

し
た
い
で
す
。


